
令和４年度 都留市ふれあい集会

1.開会 司会：総務課⾧ 

2.市政の取り組みとこれからについて（都留市⾧）

3.学校規模適正化について（教育⾧）

4.公共交通について

5.閉会
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生涯活躍のまち・つる事業の推進 道の駅つるを中心とした地域活性化 「教育首都つる」のさらなる発展

安全・安心のまち「セーフコミュニティ」 心豊かに暮らせるきらめきのまちづくり
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都留インター
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ご清聴ありがとうございました。

ひと集い
学びあふれる
生涯きらめきのまち つる
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2018年

2019年

2021年
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H1 H30(2018) R1(2019) R5(2023) R10(2028) R20(2038) R30(2048) R40(2058)

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

6歳 114 111 91 120 90 94 80 84 61 63 46 48 36 38

7歳 130 89 114 111 92 95 83 86 63 65 48 49 37 38

8歳 118 114 130 89 97 94 84 89 65 67 49 51 38 39

9歳 94 112 118 114 104 97 86 90 67 69 51 52 39 40

10歳 126 133 94 112 91 120 88 93 68 70 51 53 40 41

11歳 127 130 126 133 114 111 90 94 70 73 53 54 41 43

児童 2490 1398 1352 1199 1047 801 605 470

12歳 132 124 127 130 130 89 92 95 73 76 55 57 42 43

13歳 117 128 132 124 118 114 97 94 75 78 56 58 43 44

14歳 136 152 117 128 94 112 104 97 77 80 58 60 44 45

生徒 1485 789 758 657 579 459 344 261
児童生
徒計 3975 2187 2110 1856 1626 1260 949 731
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４人 × ３班 = １２人が
ある程度の「多様性」と「汎用性」を満たす基準
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都留市内における
公共交通のご紹介

都留市ふれあい集会
令和4年6月～7月
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都留市内を走る公共交通

宝方面路線バス

大月方面路線バス

デマンド
つる～と盛里線

菅野・道志方面路線バス

デマンド
つる～と東桂線

中央高速道

富士急行線 循環バス

道の駅つる方面
路線バス
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循環バス・路線バス
・富士急バス株式会社 が運行

・循環バスと路線バスの計10路線が運行中

循環バス 谷村・三吉地域を中心とした路線

右回り・左回りの2路線 1日各3本運行

料金 1回乗車につき200円（小学生100円）

路線バス 菅野方面・宝方面・道の駅つる方面路線

料金 運行距離によって変動

デマンド交通
・富士急山梨ハイヤー株式会社 が運行

・予約型乗合タクシー（デマンドタクシー）

つる～と東桂 グラススキー場入口～市立病院前

つる～と盛里 曽雌東～市立病院前

1日6便運行

料金 1回乗車につき300円

★バスの代替交通手段⇒バス停で乗り降り
★デマンド（予約型）⇒事前予約で運行
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公共交通の周知活動
出前講座の実施
市のふれあい講座を活用した講座の開催

啓発動画の作成
公共交通や乗り方を紹介する番組を作成

乗り方教室の開催
富士急バスと連携・実際のバスを使った教室
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公共交通の課題
・利用促進に向けた取り組み

人口減少と同時に利用者も減少→利用者層の幅を広げる取り組みが必要

・大型商業施設の建設など地域のニーズに合わせた路線の見直し
利便性の向上を考慮して、事業者と路線の一部変更について検討

・乗客数の少ない路線の在り方を検討
利用者の減少による収支悪化→採算がとれない路線が増えていく

路線そのものの見直しが必要→代替交通手段の検討

人口減少の本格化、高齢者の運転免許返納の増加、公共交通機関の運転手不足の深刻化、
公共交通を確保・維持するための公的負担の増加等
⇒公共交通の維持が困難になってきている
⇒地域の移動ニーズを踏まえ、地域が自ら交通をデザインしていくことが重要

地域公共交通サービスをゼロから見直していく
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公共交通の再編

都留市地域公共交通計画
・「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする
公共交通のマスタープラン
・令和4年度～令和5年度の2年間かけて策定予定
・既存のバスやタクシー等の公共交通機関だけでなく、自家用有償旅客運送や
スクールバス、民間事業者による送迎サービス、物流サービスなども活用し、
持続可能な地域旅客運送サービスを確保することが求められる。

公共交通を補完する多様な形の交通サービス

新しい技術の活用

自家用有償旅客運送や互助による運送

AI・IoTの活用、Maas（マース:Mobility as a Service）の導入
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公共交通の再編

自家用有償運送や互助による運送
地域の細かな地点から輸送が可能

既存の路線バスによる輸送
地区内拠点に交通サービスが集まりまとめて輸送が可能

自家用有償旅客運送
バス・タクシー事業が成り立たない地域

において、市町村やNPO法人等が、自家用

車を用いて提供する運送サービス。

（道路運送法の登録を受ける交通形態）

「互助」による運送
バス・タクシー事業や自家用有償運送に頼るこ

とが困難な場合に、ボランティアや地域の助け合

いといった活動の中で提供する輸送サービス。

（許可または登録を必要としない交通形態）
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公共交通の再編
AI・IoTの活用
【利便性向上の促進例】

・スマートフォンによる運行状況や経路検索の提供

・駅構内や車内における公衆無線LANの整備

・キャッシュレス決済の導入促進（交通系ICカード、二次元コード等）

・AIを活用したオンデマンド交通

・運行情報データ等の共有、個人の移動等のモビリティデータの利活用 など

Maas（マース:Mobility as a Service）
スマートフォン専用アプリなどを活用し、マイカー以外

の複数の公共交通機関や移動手段を最適に組み合わせ、目

的地までの移動が一括で検索・予約・決済などができるよ

うにするサービス。

複数の交通手段を使用する場合でも経路・ダイヤをいち

いち確認する必要がなく、アプリでキャッシュレス決済も

可能になる。

検索

予約

決済
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交通サービスはどう変わっていくか

AIによる
オンデマンド

交通

MaaSを
活用した
交通網の形成

地域で支えあう
新しい輸送サービス
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